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１　はじめに

　私たちが生活していくために，体力は必要不

可欠なものである。また，運動やスポーツは，

現代のグローバルな環境においても国境を越え

て楽しさを分かち合うことができ，人生をより

豊かで充実したものにする世界共通の人類の文

化の一つであり，明るく豊かで活力に満ちた社

会の形成や個々人の心身の健全な発達に必要不

可欠なものであると言える。

　近年，体育授業で重要視されていることは，

「身体を調整する力」の育成を目指すことであ

る。それは，自分の身体を健康かつ目的に応じ

て動ける状態に調整することの可能な人間の育

成を意味しているといえる（文科省，2008）。

　体育授業において子どもたちには，運動に取

り組み，身体活動の価値の認識を深め，身体

を動かす楽しさや心が安定する心地よさを味わ

い，自分の体力や適性に応じた活動を通して，

生活を健康でより明るく豊かなものになるよう

にしようと工夫する態度が目指されるといえる

（友添，2009・高橋ら，2010）。本論では，身体

を調整することの意味と価値を子どもに伝える

ことを目指した小学校の体育授業実践の報告を

行うことを目的としたい。

２　身体を調整する力とは

　身体を調整する力とは，自分の体の状態を目

指す身体の状態に近づくように整えていく力の

ことである（白旗，2012）。身体を調整するた

めには，目指す身体の状態と自分の身体の状態

の比較から課題を把握し，見通しをもって課題

解決を図り，身体の調子を整えることが大切で

あると考える。

　また，見通しをもち課題解決を図るには，友

達との学び合いを生かして自らの動きの状態を

捉え，少しずつ目標となる動きができるように

なることを実感し，目指す動きへと繋げていく

ことが必要である。自分の動きを捉えて目指す

動きへと繋げて高めていくということは，自身

の身体の状態をよく把握し，よく動けるように

整えていくということであり，このことを〈身

体の調整〉と考えたい。身体を調整するという

ことは，目指す動きができるだけでなく，自分

の身体の状態を認識して健康な状態にしていく

ことや爽快感・達成感などを感じて動く心地よ

さを実感していくことでもあると考える。

３　身体を調整する力を育成する学習指導

　体育授業において，身体を調整できる子ども

を育成するためには，目指す動きを「自分が

動く感覚」として捉えさせ，動きを高めさせ

る学習指導を行うことが必要である（金子ら，

1996）。
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図１　動くイメージをもつ過程

　子どもたちは，これまでできなかった動きが

できるようになるために，目指す動きを分析し

て，身体の部位や局面の動き方を理解する。そ

して，その分析した通りに動くには，どのよう

に自分が動けばよいかということを思い描く。

これを「動くイメージ」と捉えた。これは，図

１にあるように動きの分析やこれまでの運動経

験から掴んだ，動き方の理解や動く感覚を基に

思い描いたものであると考える。

　最初にもつ動くイメージは，これまでの運動

経験で培われた感覚もあるが，自身が動きの

分析から理解した動き方によるものが大きいた

め，動き方の流れは理解していても，自分の身

体をどのように動かせばよいかは，あまり捉え

きれない。

図２　動くイメージが明確になる例

図３　観点を基にしたアドバイス例

　そこで，図２のように，授業において子ども

が動く感覚を捉えられるように，動くイメージ

をより明確にもつことが必要となる。また，動

くイメージが明確になることによって，これま

で以上にコツを実感したり，主運動の動きに繋

げたりすることも必要である。

　しかし，子どもは，一人で動くイメージを明

確にすることが困難である。その理由は，自分

の動きを客観的に捉えられないからである。そ

こで，友達と動きを見合い，友達からの情報を

受け入れることにより，自分はどのような動き

をしているかを認識し，思い描いた自身の動く

イメージと符号していたかを確認することが大

切である。こうして，子どもたちは，動くイメー

ジをより明確にもてるようになる。

　須藤ら（2013）は，これまでにも授業において，

動き方を伝え合わせる指導を行ってきたが，動

く感覚を伝え合わせる指導は不十分であった。

そこで，図３の例のように，動くイメージをよ

り明確にもたせるために，動く感覚も伝わるよ

うな観点でアドバイスさせる必要であると考え

た。

　このような活動を活性化させることで，子ど

もたちが，友達の動きの観察やアドバイスから

動くイメージを明確にもち，友達の課題解決に

向けたアドバイスや友達の動きの高まりに対す

る称賛を与えるようになる。その結果，学習者

である子どもは，自分なりの動きのコツをつか

み，動きが高まっていくと考える。

４　動くイメージをより明確にしていく学習活動

の設定

⑴　動くイメージを明確にして動きを高めると
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は子どもは，目指す動きを身に付けていくと

きに，次のように動きを高めていく（金子ら，

1996）。

１　これから目指す動きをつかむ

２　自分の課題を把握して見通しをもつ

３　動きのコツを実感して目指す動きへとつ

なぐ

　このとき，図４のように子どもが動くイメー

ジを意識しながら運動に取り組むことで，動く

イメージがより明確になり，自分の動きを高め

ていくことができると考えられる。

 

 

図４　より明確なイメージをもち動きを高め

る過程

　初めて動きを学習する際には，まずもって，

動き方の理解や動く感覚を基に，動くイメージ

をもつことで，目指す動きがどのような動きな

のかをつかむことが必要である。次に，動くイ

メージと自分の動きを比較することで，「今，

自分の動きには，どんな課題があるか」といっ

た自分の動きの課題を把握し，課題解決に向け

た見通しをもつことを可能とする。さらに，動

くイメージを追加・修正することで，自分の動

きがイメージしたとおりにできたか否かをより

正確に判断し，動きの高まりを実感して目指す

動きへとつないでいく。

　つまり，動くイメージを明確にして動きを高

めるとは，前述のように動くイメージを意識し，

動くイメージと自分の動きを比較することで，

友達とコツを伝え合いながら，動くイメージを

追加・修正し，コツを実感して目指す動きへと

つないでいくことであるといえよう。

⑵　動くイメージを明確にして動きを高めさせ

る学習指導

　動くイメージをより明確にもたせるために

は，友達からのアドバイスや自分の動きを撮

影した映像などから友達とのかかわりによっ

て得られた情報を基に，客観的に自分がどの

ように動いているのかを捉えさせることが大

切である。また，友達同士でお互いの動きの

高まり具合を伝え合わせることで，動くイ

メージがより明確になっていき，動きが高

まっていくことを実感させることを可能とす

る。

　このように，運動学習を成功裏に展開する

には，お互いの動きを観察し合いながら，動

きを伝え合う集団の学びが大切であるといえ

る。そこで，動くイメージを明確にして動き

を高めさせるために，集団の学びを個に返す

学習活動を，つまり「個人の知」を「集団の知」

とするべく効果的な活動指針を，後述のよう

に設定することとした。

①　動くイメージをもつ学習活動

　動くイメージをもつ学習活動とは，これから

目指す動きをつかむための学び合いであるとい

える。それは，表１に示した動く感覚をつかむ

観点により目指す動きを分析し，動き方を理解

し，動く感覚を掴んだりすることで，朧気なイ

メージであった動く感覚を，確かなイメージと

して捉え直し，目指す動きを正確につかむ活動

である。
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②　動くイメージと自分の動きを比較する学習活

　　動

　動くイメージと自分の動きを比較する学習活

動とは，自分の課題を把握して見通しをもつた

めの学び合いであるといえる。動く感覚をつか

む観点を基に，動くイメージと自分の動きの状

態とを比較させることで，自分の動きを捉える

活動である。

③　動くイメージを追加・修正する学習活動

　動くイメージを追加・修正する学習活動とは，

動きのコツを実感して目指す動きへつなぐため

の学び合いであるといえる。自分の動きがイ

メージしたとおりにできたかどうかについて，

動く感覚をつかむ観点を基に捉え，自分の動き

がどのような過程で目指す動きに近づいたのか

を判断する活動である。

　その際，うまくできなかった動きについて，

自分の課題解決につながりそうな友達からの情

報を選択し，新たなコツや感覚を追加したり，

動く感覚を修正したりすることを通じて，動く

イメージをより明確にしていく。

　また，このような一単位時間の学び合いを通

して，自分の動きが高まったことを実感させる

ために，授業前と授業後の自分の動きを自己評

価により比較して，動きが高まった要因を考え，

動きの高まりの根拠を明らかにしていく活動も

設定する。

　このように，類型化された学習活動を表２の

ように，一単位時間の学習の中で意図的に設定

することで，自分の動きの高まりが実感しやす

くなると考えた。

　加えて，図５のように，子どもの動きの課題

に応じて焦点化する動く感じをつかむ観点を変

えていくことで，動くイメージと自分の動きが

表２　一単位時間の学習活動における学び合いの位置付け

表１　動く感覚をつかむ観点

動く感覚をつか

む観点
力の入れ具合 タイミング 姿勢 方向 位置

例　示

・力をどのくら

い入れる（抜く）

のか。

・どんなリズム

（順番）で体を

動かすのか。

・どのくらい腰

や膝や肘等を曲

げ（伸ばす）の

か。

・どちらに体を

向けるのか

・どちらに移動

するのか。

・どの位置で

ボールを投げれ

ばよいのか。
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比較しやすくなる。そして，焦点化した動く感

覚をつかむ観点を基に自分なりの動くイメージ

を相手に分かりやすい方法で伝え合わせ，動く

イメージを追加・修正させる。こうした一連の

学習を繰り返すことで，「なんだできそうな気

がする」から「あと少しでできそうだ」「もっ

とできそうだ」などという思いが連続・発展し，

運動へ主体的に運動に取り組むようになり，動

きを高めることができると考える。

５　動くイメージをより明確にしていく学習活動

における教師の問いかけや価値付け

　表３は，子どもの思考を表出させたり，価値

付けたりする教師の働きかけ（問いかけや価値

付け）の例を整理しまとめたものである。

　このように，教師の問いかけや価値付けに

よって，動くイメージを深化させ，子どもたち

同志の学び合いの活性化を図るようにしてい

く。特に，「比較」「関係付け」を行わせる際は，

対象となるものを明確にして，子どもに働きか

ける必要がある。

表３　学習活動における教師の問いかけや価値付けの例

図５　動く感覚をつかむ観点の焦点化と動きの高まりの関係
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６　動くイメージの共有化を目指した実践事例

　⑴　単元について

・単元名：第６学年「友達を生かしたサッカー」

・実践を進める中での子どもの習得課題：

①　　足下でのトラップ，適切なパス，シュー

トなどの動きの習得

②　　パスやトラップの技能を活用し，「パ

スをもらうための位置取り」や「ボール

を受け取る体の向き」などを考えながら

動くといった「ボールを持たない動き」

の習得

⑵　本単元の授業設定

　表４は，本単元の目標である。また，図 6 は，

主となる動く感覚をつかむ観点の設定一覧であ

る。ボールゲーム系の学習には，変数要素が多

数存在するために，学習するべき内容の焦点化

には苦慮するところである。本単元では，自分

とボールやゴールとの関係，あるいは，位置取

りや身体の向きなど，学習場面における，指導

内容の焦点化を図った。

表４　単元の目標

図６　主となる動く感覚をつかむ観点の設定
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⑶　授業実践の実際
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７　授業実践の考察

　「ボールをもたない動き」の習得を目指した

授業実践を通して，以下のような子どもの変容

を捉えることができたので，以下に列記する。

①　動く感覚をつかむ観点を基に「何と何」の

比較や関係なのかを明らかにして，自分なり

の動くイメージを説明したり，友達にアドバ

イスしたりする姿が見られるようになった。

②　自ら進んで，自分がイメージした通りの動

きができるように練習に取り組む姿がこれま

で以上にみられた。

③　動くイメージをより明確にしながら，動き

を高める子どもが増えた。

　上記変容の要因として考えられることは，ま

ず，授業設計を行う教師が動く感覚をつかむ観

点（学習内容）を焦点化し，学習展開を行った

ことで，子どもたちは自分の動きをより精確に

捉えることができるようになったことがあげら

れる。さらに，基礎となる動きを高める段階か

ら常に動く感覚をつかむ観点で動きを捉えさせ

ることで，つまり，教師が教材解釈を精緻に行

うことから，単元を通した子どもの学習の全体

像を捉えることができ，その結果，学習の道し

るべを示すことが可能となったといえる。その

ため，子どもたちは，自分がどのように動けば

よいのかを具体的に把握し，課題解決へ向け，

見通しをもって学習に取り組めるようになった

といえる。その結果，多くの子どもたちは，目

指す動きや友達の動きを伝え合い，お互いの動

くイメージを追加・修正していく学び方が身に

付いてきたことで，自分の動きの高まりに気付

くようにまで，学習が深化された。そのため，

単元後半には，「できそうだ」という思いが，

これまでの学習時以上に，連続・発展するよう

になり，動きの高まりに繋がったといえる。

８　まとめと今後の課題

　小学校体育では，1998 年に体つくり運動領域

が登場し，体の気づきや体の調子を整える等の

表記を含み，自身の身体が他者や道具や環境等

と，どのような関係にあるのかを気づくことに

主眼の置かれた授業構成の推進が継続して叫ば

れている。しかしながら，子どもの体力面は，

量的にも質的にも横ばい状態であることは周知

の通りである。本実践は，このような子どもた

ちの実情に向き合い，新しい動きを習得する際

の前提になるであろう「動く感覚」に焦点を絞

り，単元において対象となる運動教材を，授業

者である教師らが，精緻に解釈し授業構成を行

い，子どもたちの身体知に揺さぶりをかけた実

践報告である。体育の授業では，学習の対象と

なる運動を子どもたちが「できる」に昇華させ

ることが，教師の役割であるといえる。しかし，

新しい動きを限られた学習時間の中で習得させ

ることは，大変困難を極めることである。体育

の授業づくりにおいて大切なことは，「できな

い」から「できる」に向かう混沌とした迷路を，

子どもたち同士が試行錯誤しながらも，確かに

目標に向かうような手立てを教師が事前に用意

をすることである。今回の実践では，「動く感覚」

という知の共有化を巡り，単元あるいは 1 単位

時間の構成の仕方についての改善を行い，結果

として成功裏に授業展開が可能となった。今後

も，教材を精緻に分析解釈，検討する試みを通

じて，継続して体育授業の改善に取り組みたい

と考える。
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